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要 旨（300文字程度）

アクアポニックスでは，窒素はアンモニア態で供給されるため，アンモニア態窒素に対する耐性が強い植物種が
適するが，生育に最適なアンモニア態窒素と硝酸態窒素の比率は植物種によって異なることが知られている．本実
験では，人工気象下でワサビを水耕し，培養液中の硝酸態窒素とアンモニア態窒素の比率を10：0，9：1，7：3，
5：5，3：7，1：9，0：10とする7処理区設定し，培養液中無機養分濃度の変化および植物体の生育を調査した．そ
の結果，アンモニアによる生理障害により，1：10区では生育せず，1：9区でも生育が抑制された．一方，アンモニ
ア態窒素濃度が3：7区より低い区では正常に生育し，3：7区で最も生育がよかった．また，根からの無機養分吸収
濃度が低いことも明らかとなった．
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